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第
三
回
柳
川
川
柳
大
学
報
告
書 

日
時
：
令
和
七
年
四
月
七
日
（
月
）
午
後
六
時
～
八
時 

会
場
：
茶
房 

リ
エ
ー
ル 

出
席
：
伊
藤
・
魚
森
・
亀
池
・
高
谷
・
横
田
・
若
槻
／
久
米
田
・
辻
川 

 
 

第
三
回
目
と
な
る
「
柳
川
川
柳
大
学
」
が
出
席
者
八
名
で
開
講
さ
れ
ま
し
た
。
大
学
側
は
吉

原
事
務
局
員
が
体
調
不
良
で
欠
席
、
久
米
田
学
長
、
辻
川
副
学
長
の
二
人
で
す
が
、
事
務
局
員

代
理
と
し
て
、
伊
藤
さ
ん
に
進
行
の
お
手
伝
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 
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さ
て
、
今
回
の
各
賞
は
次
の
通
り
で
す
。 

最
優
秀
作
品
賞
～
魚
森
さ
ん
（
課
題
句
⑥
）・
学
長
賞
～
魚
森
さ
ん
（
自
由
句
⑥
） 

優
秀
作
品
賞
～
横
田
さ
ん
（
自
由
句
③
）
亀
池
さ
ん
（
課
題
句
⑤
） 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

受
賞
者
の
皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
出
席
者
全
員
の
作
品
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

是
非
お
楽
し
み
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 今
回
は
。
参
加
者
が
少
な
く
寂
し
い
例
会
で
し
た
が
、
途
中
か
ら
、
川
柳
好
き
だ
と
い
う
お

店
の
お
客
さ
ま
（
女
性
）
が
ゲ
ス
ト
参
加
。
久
米
田
学
長
の
認
可
で
、
次
回
か
ら
正
式
参
加
さ

れ
る
と
の
こ
と
で
す
。 

  

辻
川
副
学
長
の
中
締
め
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
次
回
は
令
和
七
年
六
月
二
日
（
月
）
で
す
。 

皆
様
元
気
で
お
会
い
い
た
し
ま
し
ょ
う
。 

事
務
局
報
告
：
辻
川 
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第
三
回
柳
川
川
柳
大
学
投
句
一
覧 

自
由
句 

①
ボ
ケ
て
き
た
手
帳
の
印
し
（
し
る
し
）
何
だ
っ
け
？ 

②
ポ
ッ
ク
リ
と
逝
き
た
い
く
せ
に
医
者
通
い 

③ 

数
ミ
リ
の
段
差
が
怖
い
家
の
中
～
優
秀
作
品 

④
雨
降
れ
ば
山
火
事
鎮
火
の
助
け
舟 

⑤
春
か
す
み
本
を
片
手
に
う
た
た
寝
す 

⑥ 

野
は
サ
ク
ラ
頭
は
ボ
ケ
の
花
が
咲
き
～
最
優
秀
作
品
・
学
長
賞 

⑦
日
々
送
る
速
度
方
向
反
比
例 

⑧
花
見
の
日
用
意
し
た
の
は
カ
イ
ロ
熱
燗
防
寒
着 
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課
題
句
～
胸 

①
ト
ラ
ン
プ
が
口
を
開
け
ば
胸
騒
ぎ 

②
じ
い
ち
ゃ
ん
の
胸
の
痛
み
は
恋
じ
ゃ
な
い 

③
胸
焦
が
す
昔
も
今
や
鍋
焦
が
す 

④
ス
マ
フ
ォ
買
い
操
作
は
孫
の
胸
借
り
る 

⑤ 

老
い
て
な
お
胸
が
と
き
め
く
露
天
風
呂
～
優
秀
作
品 

⑥
初
恋
の
人
に
ば
っ
た
り
胸
騒
ぎ 

⑦
胸
の
病
み
（
闇
）
空
っ
ぽ
い
っ
ぱ
い
紙
一
重 

⑧
胸
と
腹
同
じ
太
さ
の
我
が
女
房 

 

作
者
～
①
伊
藤
嘉
之
Ｒ
Ｓ
Ｋ
②
高
谷
昇
Ｒ
Ｓ
Ｋ
③
横
田
真
理
子
Ｒ
Ｓ
Ｋ 

④
若
槻
匡
志
Ｒ
Ｓ
Ｋ
⑤
亀
池
弘
二
Ｒ
Ｓ
Ｋ
⑥
魚
森
洋
史
Ｒ
Ｓ
Ｋ 

⑦
辻
川
登
貴
子
Ｏ
Ｈ
Ｋ
⑧
久
米
田
眞
志
Ｒ
Ｓ
Ｋ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

完 


